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佐賀市の概要

1

•人口：229,662人
（令和４年9月末現在、外国人含む）

•面積：431.84ｋ㎡

•予算規模：1,042億円
（令和4年度一般会計当初予算）
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澄んだ空気 水と山

「三瀬高原」

癒しの “ぬる湯”

「古湯・熊の川温泉」

2

佐賀市北部
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佐賀市南部

世界文化遺産

「三重津海軍所跡」

ラムサール条約湿地

「東よか干潟」



8 4

佐賀が誇る“１番” “○○初” “…”

恵比須さんの数“日本一”海苔の生産量“日本一”
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佐賀が誇る“１番” “○○初” “…”

“日本初”のバルーンミュージアム “日本初”
ごみ焼却施設のCCU
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佐賀が誇る“１番” “○○初” “…”

アジア最大の熱気球国際大会

「佐賀インターナショナルバルーンフェスタ」



なぜバイオマス事業に取り組んでいるか

7

◎ バイオマス資源（廃棄物、農業残渣、未利用資源）の有効活用により、

地場産業の強化や、新たな産業と雇用の場を創出

➠ 地域経済と人的資源の好循環 を創出

◎ バイオマス資源の利活用や循環を図ることで温室効果ガスの排出を抑制

➠ 地球温暖化防止 へ貢献

○ 社会課題（人口減少、農業の衰退）を解決する

○ 市民の幸福感を向上し、地元佐賀市への誇りを
醸成する

経済性 と 環境性 の 両立 によって
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佐賀市清掃工場

平成の大合併（1市6町1村）

2005年10月 5市町村新設

2007年10月 3町を編入

2003年 4月 佐賀市清掃工場稼働

ごみ処理施設の統合

2012年11月 周辺地域と合意

2014年 4月 施設統合

《合意までに7年の歳月と労力》

きっかけはごみ処理施設の統廃合

⇒ バイオマス産業都市構想

施設統合の効果（コスト縮減、バイオ

マス資源・エネルギーの増加）を周辺

地域に還元し、地域産業を創出
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施設
ごみ処理

施設
下水処理

資源やエネルギーを創出
価値を生む施設へ!!

世界的な環境インフラの課題（Not In My Back Yard）を解消

地域に迷惑と思われる施設を「地域に歓迎される施設」へ！



バイオマス産業都市さが

10

H26. 7.  バイオマス産業都市構想を策定

H26.11.  バイオマス産業都市に認定

❏ めざす将来像

❏ ２つの基本方針

❏ ６つの事業化プロジェクト

「廃棄物であったものが、エネルギーや資源として

価値を生み出しながら循環するまち」



“バイオマス産業都市”への歩み
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“バイオマス産業都市さが”の基本方針①

12

○ ごみ処理施設と下水処理施設をバイオマス活用のための

核となる施設に位置づけ

▶ バイオマスの収集と施設整備に係る費用を軽減

（市民に新たな負担をお願いすることがない）

▶ 実効性と継続性のあるプロジェクトの実施が可能

① 「既存の施設を活用する」

② 「市が仲介役を果たし企業間の連携を実現する」



施設
ごみ処理

施設
下水処理

資源やエネルギーを創出
価値を生む施設へ!!

環境行政の課題 : Not In My Back Yardの解消

迷惑施設と思われがちな施設を「地域に歓迎される施設」へ！
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下水浄化センターの取組

○処理水の活用

○脱水汚泥の肥料化

○消化ガスの活用
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本庄江川へ放流

流入下水

処理水

液肥として提供

消毒

佐賀市下水浄化センター

供用開始：Ｓ53

処理方式：標準活性汚泥法

施設能力：67,000 ㎥

流入水量：53,000 ㎥

汚泥処理

消化ガス

肥料化施設

汚泥処理棟

発電設備

消化槽
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処理水の活用

季別運転で海苔の養殖に

海苔養殖期（10月～3月）に窒素濃度を
高くして処理水を放流

（海苔養殖に必要な窒素を供給）

色落ち被害が減少
16



流
状
軌
跡

佐賀市下水浄化センター

○色落ちなし

佐賀市支所
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脱水汚泥の肥料化

肥料製造

超高温発酵

発酵期間 45日

熟成期間 30日

肥料購入
（各自で袋詰め）

販売価格

10kg 20円

病原菌や雑草種子は死滅

うまみ成分のアミノ酸・

アスパラギン酸が豊富
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下水道由来肥料の利用実録から （データ提供：高橋恵子様）

NPO循環型環境・農業の会
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6.4 t

経費
（万円）

経費

竹チップ
使用開始

下水道由来肥料
使用開始

対26年比

126％
収量UP!

対23年比

79％
経費削減

農薬や化学肥料に
頼らなくなった

収量UP
更なる品質UP

を目指す

周辺農家のアスパ
ラ収量は不振の中
で、ここは好成績

だった

7.3 t

年度

アスパラガスの収量と経費
（29aあたり・人件費を除く）
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ブランドネームは『じゅんかん育ち』
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・消化槽でメタン発酵を行う

・消化ガスをマイクロコージェネ
エンジンへ送る

消化槽（嫌気性微生物発酵） ガスホルダー

消化ガスの活用

22

濃縮汚泥をメタン発酵し、発生する消化ガスを発電に活用

・マイクロコージェネエンジンで発電

消化ガス発電設備 ▶

▲ 消化発酵設備

・25 KW×16 基 ≒ 360 KW（９割）

※一般家庭 700 世帯分相当の発電が可能

所内の電力の 約40％ を自給



清掃工場の取組

○焼却熱の活用

○廃食用油のリサイクル

○二酸化炭素の活用
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焼却熱の活用

24

健康運動センター

プールの加温

小中学校51校

公共施設

公民館等低圧施設33ヶ所

図書館・本庁舎等高圧施設28ヶ所

佐賀市清掃工場

焼却熱 余剰電力

場内の電力自給

ゆめファーム全農SAGA

ハウス内の調温・調湿

余熱



廃食用油のリサイクル
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⚫ 家庭や事業所から排出される廃食用油を回収し、市営バスやごみ収集車
の燃料として有効活用

⚫ 市民・市内事業者の協力により、全国でも有数の回収量を実現

⚫ 民間企業との協働により建設機械等への利用拡大を計画中

家庭

公共バス、ごみ収集車、
建設機械など

廃食用油

市による回収

市の精製施設

飲食店、
コンビニなど

HiBD精製油

区分 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

廃食用油回収量 126,405ℓ 123,261ℓ 122,320ℓ 123,150ℓ 123,561ℓ



ファミリーマートも参入

（9店）

⚫ 2021（令和3）年1月に、佐賀市内の資源（地域資源）を活用した、持続

可能な循環型社会の構築を推進することを目的に、 ㈱ファミリーマートと

の間で連携協定を締結

⚫ この協定に基づき、ファミリーマート店舗で発生した廃食用油を回収し、

燃料に精製して活用している。（2022（令和4）年11月現在 9店舗）
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二酸化炭素の活用

27

農業

（栽培の促進）

藻類産業

（微細藻類培養）

工業

（CO2利用産業）

植物の成長促進に活用

佐賀市清掃工場

CO2

CO2分離回収設備

焼却排ガス



〈2016年8月26日稼働〉

⚫ ごみ焼却施設からCO2を分離回収

⚫ 回収能力 10ｔ- CO2 ／日

⚫ CO2性状 純度99.9％以上
食品添加物の基準をクリア

二酸化炭素分離回収設備
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藻類培養

施設園芸

【貯留】

二酸化炭素貯留タンク

排ガス

二酸化炭素吸収塔・再生搭

N2=79%
O2=9%
CO2=12%

CO2=12%→100%
二酸化炭素のみを回収

【分離回収】

排ガスコンディショニング装置
※ 不要成分の除去による原料ガス化装置

【洗浄】

N2=79%
O2=9%
CO2=12%

佐賀市清掃工場

二酸化炭素分離回収のフロー

29



二酸化炭素分離回収の仕組み
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二酸化炭素の供給状況（予定含む）

佐賀市清掃工場

CO2分離回収設備

焼却排ガス

❏ 事業面積 2.0ha

❏ 生産品 ヘマトコッカス

❏ 稼 働 2016年10月

ヘマトコッカスから高付加価値
成分のアスタキサンチンを製造

株式会社アルビータ〈藻類培養〉

CO2

熱

市内消費

ゆめファーム全農SAGA〈植物工場〉

❏ 事業面積 2.0ha

❏ 生産品 きゅうり

❏ 稼 働 2020年1月

施設園芸における大規模多収技術
の確立・普及と人材育成を目指す

❏ 事業面積 0.5ha

❏ 生産品 イチゴ

❏ 稼 働 2021年10月

佐賀市のふるさと納税にも使われ

るイチゴの催場。2022年度から

二酸化炭素を供給予定

本庄ファーム〈植物工場〉
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清掃工場周辺 2015（平成27）年以前
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2022年9月現在

CO2分離回収設備から
半径約500m

佐賀市清掃工場

㈱アルビータ事業用地
【自社培養区：2022年秋 竣工予定】

グリーンラボ㈱ 〈バジル〉
【2019年 7月 操業開始】

ゆめファーム全農SAGA 〈きゅうり〉
【2020年 1月 操業開始】

本庄ファーム〈いちご〉
【2021年冬 操業開始】

二酸化炭素分離回収設備
【2016年 8月 稼働開始】

㈱アルビータ 〈藻類〉
【2016年10月 操業開始】

次々と産業が集積！
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54億1,300万円

2014年から2020年調査時まで

⚫ 設備投資による直接効果～第二次間接効果

⚫ 生産による直接効果～第二次間接効果

（2020年度公益財団法人九州経済調査協会の調査結果による）

を合計し算定

二酸化炭素分離回収事業 による経済波及効果



２つの施設を核とした取組（まとめ）
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“バイオマス産業都市さが”の基本方針②

36

○ これまで処理に費用をかけていたものを相互に有効利用

するしくみを構築

▶ 処理費軽減による市内企業の経営を改善

▶ バイオマスの有効活用により（新）産業を育成

① 「既存の施設を活用する」

② 「市が仲介役を果たし企業間の連携を実現する」



農業へ

地域経済への波及 好循環を生み出す

・企業イメージUP!（環境性や持続可能性）
・農家の所得向上！（農産品の価値向上）
・バイオマス利活用を考える企業の増加

仲人業の実践例① 〈市内企業間のバイオマス融通〉

味の素㈱ 九州事業所 ［食品製造業］

⚫副製品の製造や処理にかかるエネル
ギー、コストを大幅に縮減

⚫生産計画を合理化、環境負荷を低減

副生バイオマス

調味料などの製造過程で発生する

JAさが富士天山ファーム［堆肥化事業］

堆肥発酵処理に を投入

⚫堆肥生産が安定。品質が向上

⚫市内で発生するJA関連畜産糞
尿の全量堆肥化を達成

副生バイオマス

王子マテリア㈱ ［製紙業］

板紙等の製造により生じる排水処理
（生物処理）に排水処理助剤を利用

排水処理助剤を に置換副生バイオマス

⚫排水処理のコストを削減

⚫排水処理を安定化、環境負荷を低減

37

佐賀市下水浄化センター［下水処理場］

汚泥発酵処理に を投入

⚫汚泥処理費を大幅に削減

⚫肥料生産が安定

⚫味の素のイメージ定着による毎年全量完売

副生バイオマス
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アスパラガスの生産量は全国２位！海苔の生産量は全国１位！

味や成分は製品と同じなのに…

佐賀県

出荷・加工時に廃棄部位が発生！

久光製薬㈱が、廃棄部位から有用成分を抽出した化粧品を開発・発売！

佐賀市が仲介

【商品画像出典元】久光製薬Webサイト（life cella さが美人）

仲人業の実践例② 〈廃棄物を活用した新商品開発〉



『佐賀の魅力アップに、

佐賀市清掃工場由来CO2で育てた藻類

の活用を!!』

佐賀市清掃工場

養鶏

藻類を培養

卵

飼料として

CO2

ヘマト
コッカス

39

仲人業の実践例③ 〈次世代の声を形に〉



○ 行政が関係者の思いや技術をつなぎ、それぞれにとってメリットの

ある関係を構築

○ 域内の資源融通により、廃棄物量や処理費用、域外からの資源購入

を抑制。新たな価値を生み出すことで域内経済を活性化

地域の廃棄物の課題

市が仲介役を果たし企業間の連携を実現する

日本や海外の技術

思い

40
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佐賀市民

ゴミ・し尿・生活雑排水

農作物

市営バス等の燃料

公共施設の電力

製材系加工事業者
ECOR

農業団体

・稲わら
・もみ殻

域内の電力

林業団体等

林地残材・バーク・製材端材

木質バイオマス発電事業

プールの加温
(健康運動センター)

化粧品・飼料

微細藻類培養による

マテリアル利用事業

佐賀市清掃工場

CO2分離回収事業

HiBD精製実用化事業

CO2

電力

(余剰電力)

古紙・段ボール等

場内電力

排ガス

廃食用油

HiBD

廃食用油からバイオ

ジェット燃料を精製

電力

家具・内装材

余熱

※ 今後新たな展開が期待されるものは、破線で記載

液化炭酸ガス・ドライアイス

バイオジェット燃料製造

家具産業等

藻類産業

農業

衛生センター

し尿系バイオマス

佐賀市下水浄化センター

エネルギー創出事業
下水由来肥料

消化汚泥

電力
所内電力

処理水

農作物

海苔 海苔養殖

農業

製紙系工場等

事業系食品残さと有機性

汚泥の混合利用事業

熱、CO2

堆肥化事業者

食品残さの堆肥化事業堆肥

農作物

水処理

農業団体

菌体豚ぷん堆肥

家畜排せつ物と事業系食品

残さとの混合堆肥化事業

食品製造加工系工場

食品系バイオマス肥料

バイオ原料製造
（プラスチック代替・石油代替資源等）

事業系食品残さ

農業

未利用バイオマスを

活用した成形板作成

工業

佐賀市バイオマス事業の全体相関図



⚫ 「2050年カーボンニュートラル宣言」を受けて、

「SDGs」や「脱炭素」を切り口に佐賀市のCO2

の取組を取材。

⚫ 環境省「ミライアイズ」、

農水省「Ｓｕｐｅｒ DX/SUM」etc.

国内の注目

42

名だたる国会議員も視察

複数のメディアが取材、国の情報発信媒体や政策資料でも！

2018 笹川博義 環境大臣政務官、小泉進次郎議員

2019 岸田文雄 政調会長（現 内閣総理大臣）、勝俣孝明 環境大臣政務官

2020 二階俊博 幹事長・宮内秀樹 副幹事長、西村康稔 経済財政政策担当大臣

〔役職は来佐当時を記載〕

視察や相談が多数

視察・講演 企業版ふるさと納税

2021年度(令和3年度) 104件 13件、20,850,000円

2020年度(令和2年度) 64件 1件、 1,000,000円

2019年度(令和1年度) 44件 0件、 0円



世界の注目

43

世界最高の秘密（今のところ）この施設（佐賀市清掃工場）は、ごみを宝物に変えると同時に国際

的な気候変動の目標達成に役立つ、完全に統合されたCCSプロジェ

クトの輝かしい例です。

…（中略）…グローバルCCSのCEO ブラッドペイジ氏は、…（中

略）…世界最高の地球環境ストーリーの一つであると述べています。

2018.12. COP24〔Global CCS Instituteが記者発表〕

2022.10. マレーシア国営企業が視察

二酸化炭素分離回収の取組だけでなく、佐賀市の資源循環の取組に感心の弁

2020.1. 外国メディア向けプレスツアー〔在京特派員による取材〕

10か国12メディアの記者が佐賀市のCCU事業を取材

取材後、各国メディアで佐賀市清掃工場から回収された二酸化

炭素利活用の取組を紹介

2022.5. カナダ人ユーチューバーが撮影

登録者160万人を誇るカナダ出身のユーチューバーが佐賀市清掃工場を撮影。

動画公開から1ヶ月で14万再生を記録いている。
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今後の展開

◈二酸化炭素の新たな活用

◈これまでの社会を循環経済の形に

◈共感の輪を広げる



二酸化炭素の新たな活用

⚫ カフェインレスコーヒー
などの国産化

⚫ 水を使わない染色
⚫ 和装品のクリーニング
⚫ 有用物質の抽出

⚫ 血流促進による健康増進
⚫ 疾病予防、熱中症対策

炭酸ガス炭酸ガス

藻類培養 農業

液化炭酸

炭酸ガス

超臨界抽出

人工炭酸泉 ボンベ充填

⚫ 市内全域へ大規模
多収技術を普及

ドライアイス

⚫ 保冷剤
⚫ 演出用ガス etc

液化炭酸

炭酸ガス

産業需要
45

液化



人工炭酸泉による健康増進

46

高濃度に溶けた炭酸ガスは血めぐりを促進

市民の健康増進に利用したい

出典：花王㈱パネル資料

疲労回復、睡眠や冷え性の改善、高血圧抑制などに効果

もちろん美肌効果も！



液化（ボンベ詰め）で農業利用を拡大

佐賀市清掃工場

47

大規模多収技術により｢稼げる農業｣を広域化



ドライアイスやその他の利用

48

新型コロナウィルスや脱炭素の

動向から、国内需要を切迫

⚫ 域内・国内の供給体制の強化

⚫ 低炭素社会への貢献

ごみ焼却由来のCO2は
バイオマス由来だから

「カーボンニュートラル」
な資源

ドライアイス 超臨界抽出

CO2は超臨界流体の状態で、

成分の除去や抽出が可能

例えば･･･

・アレルゲン除去
（ex.カフェインレスコーヒー）
・天然オイル抽出
・香料抽出
・和装品のクリーニング（排水レス）

など

⚫ 地場産業・国内産業の強化

⚫ 環境性向上への貢献



民間主体の研究開発事業への参画
農工連携による循環型エネルギーの活用を推進するソフトウェアの開発で、

産業横断的に 経済の発展 と 環境の保全（脱炭素）を推進

❍ 施設園芸に関する知見

佐賀県農業試験
研究センター

産業横断（施設園芸 ⇌工業）のビッグ
データを基盤としたソフトウェア

検証・評価

⚫ 施設園芸側で必要（最適）なCO2量・熱量 を算出

⚫ 排出エネルギーを供給することによる工場等側の投資効果 を試算

⚫ CO2排出削減量、施設園芸におけるコスト削減効果 等を見える化

提供開発

❍ 施設園芸に関する栽培技術

❍収穫量予測技術・省エネ技術

株式会社 誠和
❍ 清掃工場からの排出エネルギー

（CO2、熱）の生産能力及び

生産量のデータ

佐賀市清掃工場

〈焼却〉

〈熱・CO2生産〉

施設園芸業界における工場等からの排出エネルギーの活用を促進



これまでの社会を循環経済の形に

50

農業

企業

家庭・学校

焼却

廃水処理

廃水処理

廃水処理
CO2回収

肥料化

企業

企業
企業

３R→焼却

家庭・学校 農業

３R→焼却

廃水処理＋３R

バイオ産業

域内で循環経済を形成！さらに国内外へ展開
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CO2 削減効果は
約９万ｔ/年 に相当

⚫国民一人当たりの総CO2排出量 約９t/年

⚫佐賀市CCU設備のCO2回収量 3,300t/年



全ての人に共感される

サーキュラーバイオエコノミーを

目指して

52



ご清聴ありがとうございました

さが藻類
バイオマス協議会
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